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要 旨

本研究 では就職活動支援 を目的 としたWBT型 学 習支援 システム を構築 した。本 シ

ステムは就職 試験対策 を支援す るための学習機能 を有 し、学習履歴 を管理 し、個々の学

生の進捗状況 を把握す るこ とも可能である。 また、学生の就職活動 に関す る情報提供や

就職 活動の履歴管理 を行 うことがで きるな ど学生サー ビスとして も期待 で きる。本稿 で

は、そのシステム開発 に至 るまでの背景 な らびに開発 におけ る形成的評価 を報告す るも

のであ る。

本稿 では、先ず開発の背景 となった現状 を分析 し、最近の教育 の情報化へ 向けた シス

テムの動 向 を検討 した。続 いてシステムの概要 と機能 を紹介 し、最後に学生 によるシス

テムテス トの実施 と個 々の評価 を分析 ・検討 した。 この検証実験 で得 たデー タを元に更

な る改善へ取 り組む課題 を得 た。

また、今 回のシステム開発は、教育 の情報化 の可能 性を探 る とい う目的 も同時 に有 す

る。大学が提供す る情報 の基礎 学習は、情報活用能力の養成 とい う国の学習指導方針に

基づ き学生に対す る一応の成果 を収 めつつあ る。 しか し、大学 自体 の情報化 はそれほ ど

進んでいないのが現状であ る。大学間や個々の教員 におけ る情報格差が現実問題 として

存在す るか らであ る。本稿 では教育 とITを 融合 させ た新 しい教育 手法の構 築 とい う観

点に立脚 し、学習に対す る学生の モチベー シ ョンを向上 させ、学生の学 習管理 を容易 に

す ることで教育 の情報化へ 向けた取 り組みの動機 となるべ く提案す るものであ る。

は じめ に

eラ___.ン グは2000年 頃か ら新 しい教育手法 として各大学で注 目され始め た。ア メリ

カの大学 におけ る実践例が 多 く紹介 され、 日本 で も導 入す る大学 が増大 して きた。中に
1)

は、100講 座 を目標 に文部科学省の助成 を受けて積極的 に推進 してい る大学 や、大学 間
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で連携 を組 み授業 コンテンツを共有す る場 を提供 した り、 システムを共有す るような形
2}

態 も出現 して い る。
3)

文部科学省 は1992年4月 の学習指導要領 改訂 によ り 「新学力観」 を打 ち出 した。そこ

には 「各教科等の評価 において 自ら学ぶ意欲 の育成や思考力、判 断力、表現力 などの能

力の育成 を重視す る」 とい う方針 が示 された。 この改訂 の中心的なキーワー ドが 「情報

活用能力」 であった。 これは教 育 とITの 融合 を 目指 した もの とい う側面が ある。 国 も
4)

「e-JAPAN2002プ ログラム」 を発表 し、高速 ・超高速 ・インター ネ ッ ト普及 の推 進、

教育 の情報化、人材育成の強化、IT学 習機会 の提供、ネ ッ トワー クコンテ ンツの充実

を謳い今後の推進すべ き方向性 を示 している。 このよ うな状況下、従来型の対 面授業の

優れたポテンシャル と対面授業 を側面か らサ ポー トす る教育 システム を実現す るこ とに

よ り、学生 たちの学習 に対す る理解 をよ りいっそ う増大 させ るこ とが可能 となる。従 来

型 と新教育 システムのハ イブ リッ ドな関係の充実 した教 育モデルが、今後の教 育のいっ

そ うの発展 を可能にする ものである と言え る。

本稿 は、大学におけるeラ ー ニングシステムの動 向 と当該 システムの仕様要件 を満 た

すプロ トタイプ モデルを開発 し、検証実 験 とユーザー の形成的評価 を分析す るこ とに よ

り、 システムの完成 を目指す取 り組み を報告す るものである。

開発の背景

就職活動におけ る就職 試験 は学生 に とって荷 が重 い ものである。大学 での教養科 目や

専 門教育 とは違 う一般常識や 国語力、文章作成 力、数 的処理能力 を問 う内容 に直面 した

時、たいていの学生 は戸惑 う。何 故な ら、 これ らは大学入学以前の能力 であった り、 日

頃か らマ スメデ ィアを通 して習得 しておか なければな らない ものだか らである。俄仕込

みの勉強 で多少な りとも力 をつけ ることはで きて も知識 として定着 した もの とはな らな

い。畢尭、書店のいわゆ る 「就職試験対策本」が売れ るの も蓋 し当然であ る。

大学は学生 を入学 させ た ら卒業 まで導 く責務があ るが、現在 の大学教 育において、就

職 のための講座 は大概 がオプ シ ョンとして設置されてい る。オプ ションであ るが故に、

学生の意識の低 さ と相侯 って参加率 は芳 しい もの とは言えない。 この原因はこの ような

講座が授業外 に組み入れ られてい るため、授業が終わ った後 に意識 を高揚 させ て教 室に

臨む とい う意気込 み もないか らである。 た とえオプ シ ョンであろ うと時間 と場所が制約

された環境では、学生に対す る負担 も少 なか ちずあるため持続的 なもの とはな り得 ない。

大学 の就職指導者 による取 り組み内容 を概観 す ると、具体的 な就職へ 向けての ノウハ

ウー例 えば、学生 の就労意欲 の喚起 、業種 ・職種 の研究、企業 の選び方や アブp-一一チ法、

就職 試験対策な どで求職 スキルを身につけ るためガイダンスや各種講座 を開催 した り、

企業人 を講師 に招 いての講演や業界説明会等 を実施 している一 を通 して学生の就職活動
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に必要 な準備作業が円滑に運ぶ よう支援体制 を整 えてい る。

このように就職指導 とは学生の就職 に対す る意識高揚へ の支援が中心 となっているが、

就職対策 としての問題演 習や学習は個々人に任せ ている と言える。本来、個 人の学習能

力や進度には差異があ り、 そこまでサポー トす るには限界 もあるか ちである。

上記の よ うな現状 を分析す ると、学生 の就職 試験学習 を支援す るようなシステムの必

要性 が見 えて くる。 しか も、 オプ シ ョンであるが故 の学生に負担 を課 さないよ うな もの

で、比較的短時間で反復学習 をす るこ とに よって知 識の定着 と問題慣れ を目的 とす るよ

うなシステムが学生 に とって よ り効果的であ る。

今 回システム を検討す る上 で、何時で も授業の空 き時間 を利用 して比較 的短時間で学

習 できるようにす ること。 コンピュー タが設置 されてい る場所な らどこで もで きること。

何度 で も繰 り返 し学 習で きるこ と。GUI環 境 での操作 を意識 し、 コン ピュー タの習 熟

度 に関わ らず誰で も操作が できること。等の項 目が必要 であるこ とが挙げ られ る。 これ

らの条件 を実現す るにはeラ ーニ ングが適当であ るとい う結論に達 した。 この ような観

点か ら、学生 の就職 の一助 に寄与す るため のWBT型 学 習支援 システムの実現 に取 り

組 んだ。

大学 におけるeラ ー ニ ングシ ステムの動 向

eラ ーニ ングが注 目され始 めた5年 ほ ど前 には、eラ ーニ ング上の学習管理 を行 うシ

ステム:LearningManagementSystem(以 下LMS)と 呼ばれ るシステムこそがeラ

ーニ ングの代名詞 であ り、 多 くのパ ソコンメー カーが挙 ってシステムを発売 した。 なお、

本稿 では現在、 多様化 されて きた 「eラ ー ニングシステム」の中で も学習管理機能 を有

す るシステム とい う意味 でLMSと 表記す る。 当時の システムはイ ンター ネ ッ トを利用

しWebブ ラウザか らテス トを実施 した り学習 コンテンツを閲覧 した りす るこ と、 その

学習履歴 を管理す ることが主な 目的 であった。 ほ とん どのシステムは企業向けに設計 さ

れていたため、組織構造 の違いや講義形式が多種 多様 なスタイルで行 われてい る大学で

はシステム的 に運用 しに くい面があった。 その ような状況 であったLMSも 近年、高等

教育 向けに新 たな展開 を見せ 始めている。

現在、高等教育向けのLMSは 大 き く3つ の タイプに分 け るこ とがで きる。

一つは授業支援型LMSで あ る
。 これは大学の カ リキュラム をeラ ーニ ング上の学習 コ

ー ス と連動 して実 施 す るもの で 多 くの シス テムは教務 部 な どが保 有 す る履修 情報 を

LMS側 に取 り込んで運用す る。 この タイプの主 な特徴 は、大学 の授業 とeラ ー ニング

の学習 コー スが密接 に連動 していることにあ る。学習者 はシステムに ログインす ると大

学で受講 してい る授業 と同 じ科 目の学習 コンテンツにア クセスす るこ とが可能 とな る。

学習 コー ス毎に掲示板やチ ャッ ト、 レポー ト提 出、資料 の入手な どが行 えるよ うになっ
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5)
ている。CEASな どは出席管理が行 えた り、授業 の実施 日毎 に コー ス構成 を組み立 て

い くこ とがで きる。教 師は授業 で使用す る資料 をあ らか じめ掲示 してお いた り、授業後

に掲示板 で質問 を受 け るな ど授業 時間以外での学習指導が行 いや すいシステムになって

い る。デ メ リッ トとしては、履修 情報 をLMS側 に投入す る作業に手間が掛 か るこ とで

あ る。特に新 しい年度がは じまる4月 な どは履修登録の作業が あ り、実際に確定 した履

修 情報 をLMSに 投入 できるのは5月 に入 ってか らとい うこ とも十分 に考 え られ る。 ま

た、全授業 でeラ ーニ ングに取 り組むのは非常に困難 なため、 この タイプのシステムは

学部や学科単位 での導入に向いているといえる。

二っ 目はポー タルサ イ ト型LMSで ある。 これは学 習管理機能以外 に さまざまな情報

を伝 えた り、共有 した りす る機能 を備 えた システムである。例 えば、学生 はシステムに

ログインす る と事務 か らのお しらせや休 講情報、教室変更情報な どを得 ることが できる。

この タイプのシステムは情報提供が容 易に行 えるので学 内のコ ミュニケー ションツール

としての活用が期待 される。 そうい う面で ポー タルサ イ ト型LMSは 大学全体 で導 入 さ

れ る場合 な どに採用 されや すい形 であ るとい え る。最 近 では先 に紹介 した授業支援 型

LMSと ポー タルサ イ ト型LMSを 組み合 わせ たようなシステム も存在 している。

三つ 目は従来型の シンプルなLMSで ある。 これは基本 的にテスティング学習お よび
6)

その進捗 管理、成績管理 を行 うものであ る。最近 では フ リー ウエア として も提供 され

るな ど費用面で も導入が しやす くなっている。 ただ し、 フ リー ウエアで提供 されている

LMSの 多 くはLinuxベ ー スの システムが 多いため、 シス テム の構築 にLinuxオ ペ レ

ー ションシステムの知 識が必要 となる。

LMSが 出始めの頃は、 メーカー は挙 って競合他社 との差別化 を図るため に過剰 とも

思われ る機能 を装備 して きたが、最近 のLMSは あ る程度で きるこ とを絞 る一方 で運用

が容易 に行 えるような工夫が施 されて きている。特 に大学におけ るコンテンツ作成 につ

いては教 師に大 きな負担がかか るため、 システムは導入 した ものの コンテ ンツが一 向に

蓄積 されない とい った問題 が起 こっていた。 コンテ ンツの作成、蓄積、管理、配信 な ど
7)

の機能 を充実 させ たLMSはLCMSと 呼 ばれ、現在、注 目されて いるシス テムの ひ と

つ である。

今 回、我々が開発 した システムには コンテンツ作成機能 は実装 していないが、就職情

報 の提供 や就職活動の履歴管理が行 え るなど就職活動支援 を目的 としたポー タルサ イ ト

型LMSと い える。

システムの概要

システムの構成

今 回、開発 したシステムの構成 と概念 図は以下 の通 りであ る。(表1,図1)
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表1:シ ステム構成 と開発環境

Server PentiumIII Database MySQL

WWW Apache Language PHP/HTML/JavaScript

図1:シ ステム概念図

システムは西宮 キャンパ ス

内に配置 し、西宮 キャンパ ス

お よび伊丹 キャンパ スのパ ソ

コンか ら自由に利用す ること

が可能 である。

システムの 目的

本 システムは下記の 目的 を実現す るための機 能で構成 されてい る。

1.学 生に対す る就職 に関連す る情報 の提供

2.学 生の就職活動の履歴管理

3.就 職試験対策 を 目的 とした学習 システムの提供

システムの各機能

① ログイン認証

麟謄讐姦

嫌鞠 繍構

議一サー霜; 。.
一燃 驚漁=
睡 ∴鱒藝∴:::二

本 システムは システムに ログイン

しな くて も就職 に関連す る連絡事項

は閲覧で きるように画面が構成 され

てい る。 ログイン操作 を必要 とす る

のは、学習 システム機能 を使用す る

場合や就職 活動履歴 を入力す る場合

であ る。

図2'シ ステムへの参加
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②就職情報提供

就職 に関す る連絡事項 は、本学 の職

員 の手元のパ ソコンか らブラウザ を

通 じて随時、情報 を更新す るこ とが

できる。

また、就職関連サ イ ト情報 としてカ

テゴ リ別 に約60社 ほ どリンクが張 ら

れている。

図3:就 職に関する連絡事項

③就職試験対策学習

　 ぬ 　 ふゆ 　ゆ
鱗 ・撫 懸 蠣 灘 購 藁'欝難 ・一 叢躍`
鰯 懸・

織
嬰

灘　　灘蕎
鳩禰 脳.蔦IM凧'{

溌薦鎌器　 {
藝鱒髄 饗}

蓬

灘 　 護灘 響 網一
　 ㎜蝋燭w　 …隔 鱒'剛 川弼冊…　▼側　 &辮 耀～ 惜…蝋綻

図4:一 般常識試験対策の開始画面

就職試験対策学習 コース として、

・SPI試 験対策

・一般常識試験対策

・社会常 識試験対策

の3コ ース を作成 した。

基本的 にテスティング形式 で毎回 ラ

ンダムに抽出 された違 う問題が20問

ずつ出題 され る。採点はデー タベー

スに格納 され た正解 と突合せ 自動的

に行 われ、正誤表 と回答 に要 した時

間が表示 され る。

④学習履歴管理

学生は 自分 の学習履歴 を学習 コー ス

別 に閲覧す るこ とがで きる。

また、 スタッフは学生の学習履歴 を

元に各種統計分析 を行 うことがで き、

この分析結果 を元 に、学習に関す る

"o
netoroneの きめ細か い学 生指

導 も可能 となる。

図5:学 習履歴管理画面
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⑤就職活動報告

学生は就職活動 に関す る報告や感想

な どを蓄積 してい くこ とがで きる。

また、スタ ッフは学生の就職活動履

歴 を元に統計分析 を行い、活動の類

型化 に よる学生の動 向を把握 した り、

他 の学生へのア ドバ イスの資料 とし

て活用で きる。

図6:ス タッフ用の就職活動履歴閲覧

デー タベ ー ス は、 ユー ザ ー テー ブ ル、 学 生 テー ブ ル、 問題 テー ブ ル、 答案 テー ブル、

履 歴 テー ブ ル、 就職 情報 テー ブル を持 つ 。 各 エ ン テ ィ テ ィの関 連 は以 下 の通 りで あ る。

図7:エ ン テ ィテ ィ間 の リ レー シ ョン図

システム検証のための実験

システム開発 は一般的に基本設計 を基 に外部設計、 内部設計、プ ログラ ミング設計の

核 設計 を経てプ ログラ ミングへ移 る。プログラ ミングが終了 した時点で各 モジュー ル単

位 のテス ト、機能 テス ト、 システムの全体 テス ト等 を経て完成 となる。本 システムは上

述 した ように就職 に関す る諸機能 を有す るが、 ここでは就職試験対策学習機能 を検証す

る目的 で昨年12月 と今年 の6月 に続いて最終的 な検証 を得 るために今 回以下の ような実

験 を実施 した。 なお、被験者 は64名 であ る。

実験手順

被験者はすでに コンピュー タの基礎教育は修 了 してい る。 したがってコンピュー

タの基本的な操作(マ ウス操作等)に は習熟 していることを前提 に、 システムの操
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作手順 を説明後、上記試験対策の内"SPI試 験対策 コー ス"を 使用 して検証 のため

の実験テス トを実施 した。

1ク ールが15分 間20問 の設定 とし2回 実施 した。1回 目 と2回 目の間にインター

バ ルを10分 間取 った。 また、実験テス トの終 了 と同時にアンケー ト調査 を実施 した。

テスティング操作手順

① メニュー よ りSPIコ ー スを選択

② 開始 ボタンで開始

③1問 目の問題 を読 む

④ 答え を選択肢 よ りマウスをク リックして選ぶ

⑤2問 目以降同様 に20問 目まで進む

⑥ 答案確認後、確定 ボタンをク リック

⑦ 採点画面 で正誤 と経過時間 を確認

評価結果と分析

当該 システムでは、問題 の答案作業 に入る とあ らか じめカテ ゴリー別 にランダムにシ

ャッフル して問題 を提示す る仕組み を取 ってい る。 したが って答案者は答案練習に挑戦

す る度 に異 なる構成の問題 を解 くこ とになる。被験者 には言語系10問 、非言語系10問 を

1組 として問題 に当たらせ た。図8・ 図9は 被験者全員の問題 の正 答率 をカテ ゴ リー別

に集約 した平均結果 をグラフ化 した ものである。

ここでは被験者の レベ ル を計 るこ とを主 たる目的 とは していないので詳細な分析 は差

し控 え総評的な分析 に留め る。
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図8言 語系問題平均得点 図9:非 言語系問題平均得点
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図8の 言語系問題 のカテゴ リー はグラフのX軸 ラベ ルに見 られ るように、熟語や言葉

の同義語、反対語、多義語、意味、2語 の関係 を選 択肢か ら選 ぶ問題 である。文章問題

は長文の中で適語 を語群 より選 ぶ形式になってい る。単純 な平均の分布 なので明確 な傾

向には言及で きないが、総体 的に成績 は低調であ る。 中には、50%を 上 回る もの もある

(多義語 ・漢字 ・2語 の関係)が 、言葉 の意味や総合 的 な文章問題は更 なる努力が必要

である。一般的 に65～70%を 目標 に しない といけない。

非言語系問題の カテ ゴ リーは 多岐に渡 る。

・解法の基礎知識(計 算の順 序、概数 と四捨五入、負の数 と加法 ・減法、方程 式の計

算、単位の換算、不等号 と不等式、割合 の計算)

・数 と量(記 号に よる計算、n進 法、虫 くい算)

・表 ・図の見方 と利用(統 計 の図表、地 図 と方角)

・文章題(消 費税、速 さ、鶴亀算、年齢算、植 木算、濃度、不等式、仕事算)

・関数 とグラフ(正 比例 と反比例、座標平面上 の点、領域)

・図形(平 面図形 と計量、平面図形の証 明、立体 図形 と計量)

な どの数的処理領域 と物体の落下運動、て こ ・滑車、電気 回路 と合成抵抗、気温の変化

と現象等の物理分 野がある。

図9は 非言語系のカテゴ リー別平均得 点 を表 している。 この結果 を見 る限 り文系学生

には理数系 問題はい ささか苦手 なようである。 しか し、 問題 の難易度や 内容 を検討す る

と基本的な数学や物理 の知識が あれば平均得点 を上げ ることは十分可能 であることが窺

え る。問題演習 を繰 り返す こ とで解 法 のコツを掴む こ とがで きるのではないか。

図10は 実施 した答案作業 に要 した時間をグラフ化 した ものである。1回 目は10分 を少

し超 える時間 を要 したが、2回 目の答案作業時間は40秒 余 りも短縮 されている。 これ は

慣 れの問題 が大 きい要素 にあ ると思われ る。学生 がこの システムの操作要領 を理解すれ

ばかな りの短縮が図れ る余地が ある。 また、答案 回数が増 えれば同 じ問題 に出 くわす頻

度が増 して くるので、初 めの回よ りは答案作業時間は当然短縮 され るであろ う。 目標 と

す る短時間での学習が実 現す るのであ る。 因みに、1回 目と2回 目の答案作業の最大 と

最小 の所要時間は以下の通 りであった。(表2)

表2:答 案作業所要時間の最大 と最小

所要時間 1回 目 2回 目

最 小 4分10秒 4分00秒

最 大 15分47秒 15分13秒
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図10:各 回の答案作業所要時問

S)

また、 システムの全般 的な操作や外観 に対 す る形成的評価 を得 る目的で5段 階評価

のア ンケー トを被験者 に実施 した。その評価結果は以下 の通 りである。(図11)

図11:ア ンケー ト結果

問題量 については、少 ない と感 じたか多い と感 じたか を5段 階 で評価 させ、適当であ

るとい う評価 が全体 の60%で あった。少 し多いまたは多い と答 えた者が合 わせ て3割 弱

程 あった。

時間配分 については、短い と感 じたか長 い と感 じたか を5段 階で評価 させ、適当であ

..
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ると少 し長 いまたは長い と評価 した ものが同率 で41%で あった。

操作性 につ いては、使 い易 いか ら使 い難 いまで を5段 階で評価 させ た。 どの段階 もほ

ぼ20%内 外に収 まったが、若干使 い易 い方が 多か った。操作性 につ いてはシステムの実

現に向けて キー ポイン トにな る箇所で もあ るの で、使 い難い側が40%も 示 してい るのは

まだ まだシステム改善の余 地が大 いにあ るとい うことを示 してい る。

ボタンの位置につ いては、問題 の送 りや画面 の切 り替 えの ためのボタンを画面上方に

集 中させ た。操作性 とも関連 してい るため、操作性 とほぼ近 い分布が見 られた。

文字サイズについては、今 回のアンケー トで顕著 な結果 を表 した。被験者に改良点 を

具体的に書いて もらったが、やは り 『文字サ イズが小 さい』 とい う指摘が 多か った。画

面 をいっぱいに使 った構成 に したため相対的 に文字が小 さ くなって しまったことは反省

材料 に しなければならない点 である。

画面配色や図形視認性、採点画面 は概 ね良好 な結果 となった ようだ。

履歴画面や トップ画面 は逆 に殆 どの被験者 の満足 を得 るこ とがで きた。 システム を開

発す る上 で、見た 目の部分 すなわち画面デザインはユーザーに とって、そのシステムが

良いか悪いかの評価 をす るときの最 も重要 な点である。 ロジ ックがい くら良 くて も所 詮

ユーザーか らは見えない部分 であ る反面、画面構成は常にユーザーの 目に晒 される。そ

の点で、非常 に高評価 を得 たこ とに満足 してい る。

まとめ

今 回筆者た ちは学生の就職活動 を側面か ら支援す るシステム を構築 した。eラ ーニ ン

グの形態 を導入す るこ とによ り、ネ ッ トワー クにア クセ スさえすれば、「いつで も、 ど

こで も」学習で きる環境 を提供す るこ とがで きた。 また、学習だけに留 まらず、就職指

導部 門か ら発信 され る学生向けへ の情報 を随時提示 す る機能や他 の就職情報サ イ トヘ リ

ンクを張 るこ とで、 ポー タルサ イ ト的 なシステムを も実現 で きた。被験者へ のアンケー

ト結果 に よる形成的評価 は、未だ当該 システムが完成 された ものではな く、少 なか らず

改善の余地 を残す ものであるこ とも判明 したが、今 後の システムの完成度 をア ップす る

励 みに したい。

しか し、重要 なこ とは特定の場所 と時 間の制約か ら解放 され、 自らのレベ ル とペース

で学習が進め られる とい うeラ ーニングのシステムであればこそ実現 で きた とい う点で

ある。 また、LMS機 能に よ り、個 入々々の学習履歴情報か ら成績状況や進捗状況が把

握 で き、 さまざまな側 面か らの分析 がで きるこ とである。 このこ とによ り、一方通行の

マスプロ的指 導か ら個 々の特性 に基づ いた指導へ と変容す ることも可能であろ う。

今 後の課題 として、今回実装 で きなか った就職活動支援 に関す る機能の充実があ る。

特に就職情報の交換 の場 とな るべ くコミュニケー シ ョン機能や学生が就職 活動 を通 じて
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学んだ知識や情報 を他 の学生や次年度以降の学生 に継承す るためのナ レッジ管理機能が

必要 であると考 えてい る。

学習機能 につ いては、今 回の検証実験 でシステム的に問題 な く動作す るこ とが確認 さ

れた。 しか し、 その学習方法や学習効果 については未だ検討 しなければな らないこ とが

多い。 また、就職 試験 の問題 は時節的 な ものが多 く取 り扱われて いるため、 テスティン

グに使用す る問題の更新 を効率 よ く行 うための仕組 み作 りも今後の大 きな課題 である と

考 えている。

最後 に、今 回のeラ ーニ ングシステム を構築す るに当た り、全体 の画面デザ インや 問

題 の整理、修正作業 に情報教育管理室 の藤 田さんに多大 な協 力 をいただいた。 また、学

生の就職活動や就職指導室の取 り組みにつ いて同室の職員の方々に貴重なア ドバ イス を

いただいたこ とに謝意 を表す る。

注

1)明 治大学 は 「教育 の情報化 における教育支援」 を全学的取 り組み として展 開 してい る。 こ

の中で100コ ンテンツ ・プ ロジェ ク トを立 ち上げ、授業のe-Learning化 を推進 してい る。

なお、2003年 度 の 「特色 あ る大学教育支援 プログラム」 に採択 されてい る。

安 藏伸 治(2004)「 教 育学習支援 と大学生 活情報 のための総合的 システム」大学情報化全

国大会論集平成16年 度 、社 団法 人 私立大学情報教育協会、pp.5-12

2)帝 塚 山大学では独 自のeラ ー ニ ングシステム(TIES)を 開発 した。1999年 か ら他大 学に

対 しシス テムの無料提供 が開始 され、5大 学連携 プ ロジェ ク トを締結 しデジタル教 材の共

有 を行 ってい る。

堀 真寿美(2004)「TIESを 利用 した教材 の電子化 とeラ ー ニ ング導入の組織 的な支援」

大学情報化全国大会論集平成16年 度、社 団法人 私 立大 学情報教育協会、pp.84-85

3)学 習指導要領 は10年 ご とに改訂 され る。2002年4月 の改訂 では 「総合的 な学習 の時 間」が

小学生か ら高校生 まで新設 され、教科 内容 を3割 減 ら して、環境や 情報 、国際理解 な どの

現代 の諸 問題 に取 り組 む実践力 を身に付け させ るこ とを指針に してい る。

4)い わ ゆ るe-Japan重 点 計 画(http;//www.kantei.gojp/jp/it/network/dai3/3siryou40.

html)

5)CEASは 関西大学 によ り開発 されたLMS。(http://ceasdemo.iecs.kansai-u.ac.jp/)

6)メ デ ィア教育 開発 セ ンターに よ り開発 されたeXCampus(http://www.excampus.org/〉

や東京大 学情報 基盤 セ ンター と日本 ユニ シス ・ソ リュー シ ョン株式会社 によ り開発 された

CFIVEな どがあ る。

7)LCMSはLearningContentsManagementSystemの 略。

8)形 成的評価 とは、プ ロ トタイプの製作物 に対 す る評価 を言 う。 ここで得 た評価 をフィー ド

バ ック し製作物 の修 正に活かす ことに よ り製作 の完成へ と導 くのである。

一94


